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１．はじめに
　近年、自動運転車が注目を集めている。2018年にはアウディから世界初となるレベル3の自動運転車が販売された。国内メーカーも2020年代前半にはレベル4の自動運転車を販売することを目標としており、高レベルの自動運転車がこれから普及していくことが予想される。この自動運転車は運転者の利便性を向上させることが考えられる。一方で、利便性の裏で結果として自動車利用を促進してしまう可能性がある。プラグインハイブリッド車などのいわゆるエコカーの普及も進んでいるとはいえ、自動運転車は温室効果ガスや交通事故などの外部不経済増加をもたらす可能性は高い。そこで、本研究ではWEBアンケート調査を用いて、自動運転車が人々の走行需要（走行距離）を増加させるかどうかについて実証分析を試みた。
２．分析方法

　個人[image: image2.png]


の自動車の年間走行距離を[image: image4.png]


とする。また、この個人の自動車運転時の主観的な疲労度合いを[image: image6.png]


、交通事故に遭う主観的なリスクを[image: image8.png]


とする。そして、年間走行距離（[image: image10.png]


）が運転に伴う主観的疲労（[image: image12.png]


）と主観的事故リスク（[image: image14.png]


）、この個人と所有する自動車の様々な属性ベクトル[image: image16.png]


によって決定されると仮定すると、走行需要関数は（1）式のように表すことができる。
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　・・・（1）
ここで、[image: image20.png]


、[image: image22.png]


、[image: image24.png]


、ベクトル[image: image26.png]


は推定すべきパラメータである。また、[image: image28.png]


は誤差項である。
主観的疲労（[image: image30.png]


）は「あなたが高速道路で長時間（1日中）、自動車を運転すると想定してください。このとき、あなたは何分に1回休憩を取りますか。」という質問を用いており、15分刻みで回答してもらっている。したがって、短い間隔で休憩をする人ほど運転に伴う主観的疲労（[image: image32.png]


）が大きいと仮定する。主観的疲労が大きい人ほど走行距離が短い（自動車の利用が少ない）と考えられるため、係数[image: image34.png]


の符号は正となることが想定される。
　主観的事故リスク（[image: image36.png]


）は「あなたはこれまでにご自身の過失がゼロではない事故（自動車保険を利用した事故）を何回起こしたことがありますか。自損事故、対人・対車両事故全てを含めた回数をお答えください」という質問を用いている。主観的事故リスク（[image: image38.png]


）が高い（＝事故が多い）人ほど運転を控えると考えられるため、係数[image: image40.png]


の符号は負となることが予想される。
　自動運転車は従来の自動車と比べて運転時の疲労軽減、事故リスクが低下することになる。そこで、本研究では、各個人が自動運転車に乗り換えた際に[image: image42.png]


と[image: image44.png]


が半減すると仮定して、自動運転車導入時の走行距離を予測する。
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　ただし、走行距離が長い人ほど事故回数が多い（[image: image46.png]


が高い）という逆因果の可能性があるため、[image: image48.png]


は内生変数として扱い2 stage residual inclusion推定を行う。その際の操作変数は「あなたの性格は、のんびりですか、せっかちですか。のんびり（1）～せっかち（10）の10段階でお答えください。」という性格を用いた。
３．分析結果

　データは独立行政法人経済産業研究所が株式会社日経リサーチに委託して2017年3月に実施した平成28年度「自動運転車の潜在需要に関するWeb調査」を用いる。サンプル数は10,456である。（１）式をinterval regressionで推定した結果が右表である。モデル（２）は一部の回答の信頼性に問題があることから、一部サンプルを落とした推定結果である。残差の係数が有意となっているため、[image: image50.png]


は内生変数として扱うことが望ましい。紙面の関係上割愛するが、操作変数は有意となっていることから、内生変数も適切に処理できているといえる。[image: image52.png]


と[image: image54.png]


は予測通り、負（事故リスクが高い人ほど自動車を利用しない）と正（主観的疲労が多い人ほど自動車を利用しない）の結果が得られている。
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　推定結果を用いて、[image: image56.png]


と[image: image58.png]


が半減すると仮定した自動運転車の導入前と後との年間走行距離（km）の比較をしたものが右表である。自動運転によって年間走行距離が約1,000km～3,300km増加することが示された。この増分をガソリン消費量に換算すると70～237Lに相当する。もし、国内の全自動車に自動運転を搭載した場合、少なくとも約1000万t-CO2の温室効果ガス増加につながることとなる。
４．結論

　試算での「[image: image60.png]


と[image: image62.png]


が半減する」としたのは仮定であるため、走行距離、温室効果ガスの増分は参考数値となるものの、少なくとも疲労軽減や事故リスク低下は走行需要を増加させる方向に働くことが示されている。そのため、今後自動運転車を搭載していく際は、エコカーに優先的に搭載していくと同時に、さらなる渋滞対策も補完していく必要がある。
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